
　新年明けましておめでとうございます。今年度４月よりリハビリ部次長の任を拝

しております。リハビリテーション部療法士総勢83名共々、近隣地域住民の皆さ

まのための病院づくりに邁進してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

　さて2025年に突入しましたが、以前からわが国では国全体の課題として

2025年問題に対する様々な方策が講じられてきました。2025年には団塊の世

代が全て75歳以上の後期高齢者となることから、大幅な人口比率の変化が生じ

ることが見込まれ、雇用等の社会的な問題の他、医療や介護分野にも影響が及

ぶと言われています。高齢者比率が高まりますと医療や介護の需要が高まりますし、その需要の高まり

とともに医療や介護の連携がますます必要かつ重要になってきます。そのため2025年問題の方策の一

つに「地域包括ケアシステム」の構築がありました。国は2025年に至るまで「地域包括ケアシステム」

の構築を進めてきており、それは皆さまご存知の通り、当院が起源でありますが、今では全国にその概

念が理解され広がり、各々の自治体等でシステムの構築が進みました。改めて解説しますと「地域包括

ケアシステム」とは重度な要介護状態になっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後ま

で続けることができるよう住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供されるシステムを指し

ます。当院リハビリテーション部の基本方針の一つには地域包括ケアの一翼を担うということがあり、

私たちは医療・介護分野等において急性期、回復期、生活期、終末期に至るまで一貫した関わりを持っ

ています。多様性のある患者さまの状態、状況に合わせた目標に向かい患者さまの生活の再建に寄り

添い、支援させていただいていると同時に多職種協働の下で「地域包括ケアシステム」構築に寄与して

いるものと自負しております。

　2025年問題は今年に解決するものではなく、今後人口減少、医療従事者減少等が更に懸念されま

す。今後も引き続き地域包括ケアを実践し、そのシステム構築を時代に合わせて推進していくことが医

療・介護体制を守り、より良い医療・介護が提供できることになり、持続可能な病院づくりに繋がるも

のと考えております。今後ともご指導ご鞭撻のほどどうぞよろしくお願いいたします。
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　近年救急に使用される機器を紹介しようと筆をとったものの、もっと大切なことがあると気づきまし
た。
　話は少し逸れて、『過去最大級の台風』
　夏が来ると報道が不安をあおるので、防災リュックを下駄箱の上にすえつけたかも知れません。備えあ
れば憂いなし。でも、用が無いに越したことなし。
　天変地異、自然災害は怖いものですが、無慈悲な災厄はわれわれのなかでも起こる。一家でいちばん
元気なはずの父親が息をしていないのを娘がみつけ、救急搬送。蘇生の甲斐なく処置室で亡くなった。待
合の隅で、泣き終わってもしゃくり上げるその子の肩を抱き、奥さんは茫然と天井をみつめている。
　急に、自分の心臓が止まり、意識消失。どうせ助からないから放っておけと強がる人もいるかもしれな
い。ところが家族に起きるとどうでしょう。食後の団らん、お茶を湯呑に注ぎ、それを机の向こうに渡そう
とした。ご主人がありがとうと手を出した瞬間、彼が白目をむいて椅子から崩れ落ちたら…。あなたは、頭
のなかが真っ白になろうが、手も膝も震えようが、勇気を奮いなんとかしようとするはず。実際、救命成功
例のほとんどは、誰かの前で倒れ、そして、直ちに適切な処置を受けています。
　ドラマを目の当りにしたとき。なるべく落ち着き確実にするべきことを挙げていきます。
　読み終えたら、防災リュックの中身のように、もういちど確認し脳に保管しておいて下さい。
　さあ、《突然ご家族が倒れて、様子がおかしい》
ステップ１：怖くてもその場を離れず、そのひとを仰向けにし、意識と呼吸の有無をみる。なければ
　　　　　心臓停止と判断。意識がなければ、弱い呼吸があっても心停止と考える。
ステップ２：大声で人を集める。すぐに119番。携帯電話も119でOK。「とにかく早く来て」とあせる気持ち
　　　　　はわかるが、冷静に消防センターからの質問に答える。
ステップ３：（最も大切！）なるべく早く、心臓マッサージ。
ステップ４：救急隊が到着するまで心臓マッサージ（胸骨圧迫）を継続。同居のひとや近所のひとの助けが
　　　　　あれば、一人が胸骨圧迫して、もう一人が胸骨圧迫30回あたり2回の割合で人工呼吸を行う。
　　　　　一人だけなら、15分もすれば救急車は到着するのでそれまで心臓マッサージを行う。
　　　　 （2番目に大切）ピーポーが聞こえても安心して止めず隊員に交代しましょうといわれるまで
　　　　　続けて下さい。

【心臓マッサージ（図１）】
　実際の手技を説明します。まず
は、倒れた人をあおむけに。乳首と
乳首の真ん中に胸骨という縦長の
骨があるので、両手を重ねて手の
ひらを胸骨に当て、上におおいか
ぶさる姿勢をとる。両肘を伸ばし
上半身の体重を乗せるように手の
ひらの根元で胸骨をおします。5㎝
くらい押し込んで、力を弱める。こ
れを1秒に2回、すなわち1分に
100から120回の速さで繰り返
す。圧迫により胸骨の下にある心
臓がおしつぶされ、その際になか
の血液が全身に送られる。圧迫を弱めると反動で心臓が膨らんで血液がなかに流れこむ。繰り返しによ
り血液の循環が生まれる。
【心臓マッサージの練習】
　相手は大きく硬めの枕がよいでしょう。小さければ2つ重ねます。これを縦に置き人間の胸部にみたて

医療最前線シリーズ
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る。脇に両膝をついて構え、乳首の中間を枕の真ん中とイメージし、両手を当てる。両肘をしっかり伸ば
して深さ5㎝のつもりでおす。まずは5分間と決めて上記の圧迫動作を繰り返してみましょう。肘の曲げ
伸ばし動作でおすとすぐに疲れるので、上体の自重を、しっかり伸ばした肘から手に伝えるようにおす。
5分でもしんどいので、本番は休みなく続けなければならないとすると、訓練が要るといわれてもうなず
けると思います。
　ここからは救命処置に用いる機
器の紹介です。
　自動体外式除細動器（図2、一
般的にAEDと呼ぶ）。除細動と
は、心臓麻痺の原因となる不整脈
を電気ショックにより停止するこ
とを意味する。本器は心電図の解
析を自動で行い、必要なら電気
ショックを加える。20年前に一般
使用が解禁。現在、公共施設や商
業施設をはじめ全国69万台が設
置され、さほど目立たないが掲示
がある。また、近隣の設置場所の
検索に日本全国AEDマップなどの
アプリがあるが、建物が密集する都市部でないかぎり役立ちそうにない。自治体によっては（尾道は
未）、消防指令センターが登録ボランティアに心肺停止事象の発生と直近設置の情報提供を行うアプリ
を運用する。
　図2の右のように、蓋を開け電源を入れると『パッドを胸に装着して下さい』と音声指示がある。胸の2
か所（右上、左下）にパッドを張ると電気ショック要か判断し始める。必要なら、『ショックボタンを押し
て下さい』と指示があり、それに従う。ボタンを押すと2つのパッドの間に電流が流れ心臓へ電気ショッ
クが掛かる。ショックも自動の機器もある。
　要注意ですが、作動しても必ず治るわけではないので、意識が戻らないかぎり、音声指示に従いつつ
救急隊到着まで心臓マッサージを続けて下さい。

　つぎは、心マッサージの機械。
図3はLUCAS（ルーカス）と呼ぶ
ベルギーで開発されたもの。主に
救急隊あるいは医療従事者のみ
が使用し、一般は操作できない。
アーチ構造の頂上にある駆動装
置から先に大吸盤の付いた短アー
ムが垂れる。背板を差し挿れて
アーチと接合すると、胸骨の位置
に吸盤がくる。吸盤を皮膚に圧着
固定し電源を入れると、圧迫を繰
り返す。上の練習のように、胸骨
圧迫に体力勝負の難点は否めな

い。他方、救急隊には、電話連絡、人工呼吸、点滴など幾多の作業が求められる。限られた人員、時間、
空間の条件での活動に、動力機器の活用が許容される事情をご理解いただけると思います。
　最後に繰り返しますが、なんといっても、素早い連絡、そして心臓マッサージの取り掛かりを忘れない
で下さい。そのための日頃の心構えです。

救命の最前線はあなたによる
心臓マッサージ

No.62

副院長
診療部長・外科部長　菅原 由至 
（尾三圏域での救急救命士との連絡・指示を担当）
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診察・説明

総合評価
診察
待ち時間

接遇

令和6年9月に行いました患者さまアンケート調査の集計結果をお知らせします。
外来329名、入院118名の方に回答していただきました。
アンケート調査へのご協力ありがとうございました。

外　来
●職員の接遇等について

●総合評価 ●診察待ち時間について

満足
54.9%

やや満足
13.9%

普通
29.3%

やや不満
1.5%

満足
44.8%

やや満足
25.1%

普通
29.1%

やや不満
1.0%

不満0.4%

患者さまの声を反映しました
「Wi-Fi環境を整えてほしい」
とのご意見をいただき、病院1階
の待合スペースにWi-Fi環境を整
備しました。
　利用者さまからは好評を得て
いるところです。
　これからも患者さまの声をもと
に、利便性の向上に取り組んでま
いります。

患者さまアンケート結果

満足
56.9%

やや満足
12.3%

普通
29.7%

やや不満
1.0%

不満0.1%

満足
24.6%

やや満足
15.9%普通

45.5%

やや不満
12.1%

不満1.9%

説
明
が
分
か
り

や
す
く
て
良
い
。

●受付から診察までの待ち時間

10分
10.5%

20分
11.1%

30分
20.8%

60分
34.0%

1時間超
23.6%

●会計までの待ち時間

10分
51.0%

20分
29.2%

30分
14.6%

60分
2.1%

1時間超
3.1%
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総合評価 面会時間

診察・説明 接遇

●職員の接遇等について

●総合評価 ●面会時間

　アンケート調査にご協力いただき誠にありがとうございます。
　皆さまからいただきましたご要望に基づき、満足度の低いところの改善を図り、
「皆さまに愛される病院」を目指してまいります。
 　今後ともよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　 病院長

その他のご意見（外来・入院）その他のご意見（外来・入院）

いろいろなご意見をありがとうございました。いろいろなご意見をありがとうございました。

●近くに公立の総合病院があることに感謝しています。
●付き添いで来ていますが、皆さんが親切でこの病院で
　私も診てもらいたいくらいです。
●曜日によっては診察のない科があることが残念です。
●面会時間や曜日を柔軟に対応してほしい。

入　院

満足
49.5%

やや満足
11.9%

普通
33.3%

やや不満
4.7%

不満0.6%

満足
52.4%

やや満足
11.0%

普通
32.9%

やや不満
3.3%

不満0.4%

満足
23.0%

やや満足
19.0%普通

38.0%

やや不満
15.0%

不満5.0%

満足
44.6%

やや満足
20.4%

普通
30.1%

やや不満
4.9%

どなたも優しい
方たちで快適に
すごせました。

アンケート調査時の面会制限の状況
面会時間：平日 13:30～16:00間の10分以内
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保健福祉総合施設

　みつぎの苑一般棟では、利用者さまの状態に合わせた活動を行っています。主な活動内容は、書
道や毎月のカレンダー作成、ちぎり絵やきめこみなどの手先を使う細かい作業です。また、季節を
感じることができる活動として、利用者さまに馴染みのあるおやつ作りや中庭での野菜づくりを
行っています。これらの活動を通して、利用者さま同士、あるいは職員との会話がはずみ、笑顔が
見られ、楽しい時間を過ごしていただいています。
　カラオケなどのグループ活動においては、長い時間座ることが難しいため参加しづらい利用者さ

まも、その場で歌を口ずさんで音楽を楽しまれ
ており、「カラオケがよかった」「また参加した
い」と話されていました。音楽に集中されて楽
しく参加されていたご様子をご家族にお伝えし
たところ、「なかなか会えないので、楽しく過ご
しているお話が聞けてよかったです」と笑顔で
話され、ホッとされたご様子でした。
　今後も介護、看護、リハビリなど様々な専門
職と力を合わせて相談しながら、利用者さまの
できることに合わせた活動を通して、生活を支
援していきます。

　グループホーム「かえで」では、入居者さまと一年を通じていろい
ろな行事を行っています。コロナ禍では外出が難しい時期もありま
したが、少しずつ年間行事を再開できるようになりました。今回、
気候の良い時期にドライブを計画しました。
　４月は圓鍔記念公園にお花見に出かけました。天候もよく、桜の

花を間近でご覧になり、春を感
じていただくことができまし
た。帰りの車内では、「きれい
じゃったね」「楽しかったね」と
会話がはずんでいました。
　７月は世羅夢吊橋に出かけました。暑さが心配でしたが、曇
り空で暑さも和らいだ良い一日となり、車内では「どこに行く
んじゃろう」と嬉しそうな会話が聞こえてきました。到着後は
夢吊橋まで、景色を見ながら車椅子や老人車で移動しました。
自然に囲まれて気分転換となり、楽しい時間を過ごしていただ
くことができました。「また、来たいね」と話される笑顔は、と
ても印象的でした。
　今後も入居者さまの思いに寄り添いながら、馴染みのある
季節の行事や外出行事を計画し、取り組んでいきたいと思い
ます。

グループホーム「かえで」

介護老人保健施設
「みつぎの苑」（一般棟）
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　私は公立みつぎ総合
病院に就職して11年目に
なります。一般病棟を経
験して現在は回復期リハ
ビリテーション病棟の7A
病棟で働いています。回
復期病棟は一般病棟と
は違うこともあり、日常
生活動作の評価などまだまだわからないこ
とも多く皆さまに迷惑をかけることもあり
ますが、日々頑張って働いています。私の楽
しみは推し活でライブやイベントに出掛け
ることです。推しは仕事の活力です。働くこ
とは時に辛いこともありますが、患者さま
が元気に退院されていく姿を見られるのは
嬉しく思います。これからも、職場の先輩や
同僚たちと一緒に優しさと思いやりの心を
持って患者さまと接していきたいと思い
ます。

職員の紹介

　入職して３年目とな
り、現在は施設資材課へ
所属しています。主な業
務は物品管理です。問い
合せがあればすぐに現
場に向い対応していま
す。要望に沿った物品を
取り寄せることが出来る
よう状況把握や採寸をしたりと、現場で身
体を動かすことが多く、席を離れることも
多くあります。他部署に顔を出す機会が多
いことから、職員の皆さんに顔を覚えても
らえ、通りすがりに声をかけていただき、
日々明るくやりがいをもって業務をしてい
ます。
　まだまだ未熟でご迷惑をかけることもあ
りますが、精一杯努力してまいりますので、
今後ともよろしくお願いいたします。

主事

大仁田 翔

　公立みつぎ総合病院に
入職し、3年が経とうとして
います。私が配属されたの
は、みつぎの苑認知症専門
棟です。認知症の方との関
わりが多く、不安を感じら
れる方には目線を合わせ、
話を傾聴するなど、基本を
大切にしながら関わること
で利用者さまに安心を提供できるよう心がけて
おります。
　私は成長がゆっくりで、うっかりすることもあ
りますが、先輩職員の皆さんに支えていただき
ながら日々の業務に励んでおります。これからも
知識や経験を積んで、早く先輩方と同じ土俵に
立ち、一人の介護福祉士として、利用者さまに信
頼していただけるように精進してまいりますの
で、どうか今後ともよろしくお願いいたします。
　ちなみに私は苔に興味があり、苔テラリウム
を制作していました。ヒノキゴケやホウオウゴ
ケ、カサゴケ等が好きです。苔に興味がある方は
どうぞ、私、打越までお問い合わせください。

介護福祉士

打越 愛樹
うちこし あいき

看護師

藤井 優貴
ふじい ゆうき

おおにた しょう

　私は4月から当院に入
職し、透析室に配属にな
りました。以前は、個人
のクリニックに勤めてい
ました。クリニックでは
透析に長く携わってきま
したが、透析しかしてい
なかったのでクリニック
では出来なかった臨床工学技士の業務をし
たいと思い、公立みつぎ総合病院へ転職し
ました。
　当院では医療機器管理やカテーテル業
務、高圧酸素療法、手術室関連など臨床工
学技士が携わっている業務が以前の職場よ
りも多く、待機などもあり不安な気持ちも
ありますが他職種の方々とのコミュニケー
ションを大切にし、日々の業務を通してたく
さん学んでいきたいと思います。よろしくお
願いいたします。

臨床工学技士

山口 朗誉
やまぐち あきたか　　
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ご意見、ご感想をお聞かせください

尾道市御調地区健康福祉展尾道市御調地区健康福祉展尾道市御調地区健康福祉展第40回

記念講演会
ウエルシアホールディングス
代表取締役会長　池野隆光氏

ふれあいステージ

歯科コーナー「フッ素塗布」 健康管理部コーナー「健康診断相談など」 薬局のお仕事「調剤体験」

フレイル予防「活力年齢測定」 看護体験コーナー「未来の看護師さん」

みつぎマルシェ コツコツ健康増進号「骨密度測定」
子どもコーナー（ぽかぽか☀みつぎ）

ミニコンサート

10月26日(土)公立みつぎ総合病院、御調保健福祉センター、みつぎいきいきセンターを
会場に開催し、多くの来場者でにぎわいました。

発　　　　行：尾道市立総合医療センター　公立みつぎ総合病院　広報誌編集委員会
E-mail:t i iki@mitsugibyouin.com　ホームページは「みつぎ病院」で検索

お問い合せ先：地域包括ケア連携室　TEL 0848-77-0955　FAX 0848-77-0956
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